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最
優
秀
賞　

県
知
事
賞　

岡
山
市
立
芳
泉
小
学
校
６
年　

川
崎　

珠
暖

（
絵
の
説
明
）

毎
日
学
校
に
出
て
く
る
牛
乳
が
好
き
だ
か
ら
、
こ
の
絵
を
描
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
毎
日
牛
乳
が
飲
め
て
う

れ
し
い
で
す
。

令
和
５
年
度

「
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞
作
品



第８回おかやまブラック＆ホワイトショウ成績（各部首席）
部 成　　績 名　　　　　　　　　号 生年月日 住所 氏　　名

未　
　

経　
　

産　
　

の　
　

部

定
の
部

後
代
検 チャンピオン スタンドリツチ　スピリツツ　エアロスター Ｒ05.04.19 真庭市 立 田 豊 常

１
部

チャンピオン タカノウ　ＨＪ　センチユリー　エイプリル Ｒ05.04.01 岡山市 岡山県立高松農業高等学校

リザーブチャンピオン サイプレス　フアニーア　マウイ　マルダ Ｒ05.04.09 勝央町 ㈲ 檜 尾 牧 場

２
部

チャンピオン カヤベ　セイエラ　デンバー　アエル Ｒ05.03.07 真庭市 （公財）中国四国酪農大学校

リザーブチャンピオン タカノウ　サマーフエスト　グレイス　シユンチヤン Ｒ05.02.16 岡山市 岡山県立高松農業高等学校

３
部

チャンピオン
ジュニアチャンピオン スカイフオール　ラスター　シヤワー Ｒ04.10.28 高梁市 藤 原 完 治

リザーブチャンピオン タカノウ　フアントム　ビーナス　スナビ Ｒ04.12.09 岡山市 岡山県立高松農業高等学校

４
部

チャンピオン カヤベ　セイエラ　デンバー　アトラス Ｒ04.09.09 真庭市 （公財）中国四国酪農大学校

リザーブチャンピオン ミヒラ　エクセルランド　ラスター Ｒ04.08.27 真庭市 筒 井 省 悟
５
部 チャンピオン ＴＫ　スター　ヒンペル　アイニツシユ　パンダ Ｒ04.05.10 津山市 辻 　 賀 裕

経　
　
　
　

産　
　
　
　

の　
　
　
　

部

６
部

チャンピオン ヒールクレスト　フユーエル　スノー Ｒ04.01.18 岡山市 妹 尾 優 佳

リザーブチャンピオン カヤベ　セイエラ　ベイリー　ケイト Ｒ03.12.14 真庭市 （公財）中国四国酪農大学校

７
部

チャンピオン カヤベ　セイエラ　デルタラムダ　エマ Ｒ03.08.28 真庭市 （公財）中国四国酪農大学校

リザーブチャンピオン ロンゲスト　ユリアナ　サイドキツク　チヤクラ Ｒ03.09.10 真庭市 ㈲ 長 恒 牧 場

８
部

チャンピオン
リザーブ・グランドチャンピオン
インターミディエイトチャンピオン

グランデイール　ドクター　ギンギラギン　ＥＴ Ｒ02.11.19 津山市 吉 原 直 樹

リザーブチャンピオン ロンゲスト　ラマニア　サイドキツク　ルル Ｒ02.09.21 真庭市 ㈲ 長 恒 牧 場

９
部

チャンピオン
グランドチャンピオン
シニアチャンピオン

ロンゲスト　マダム　ＫＤ　ゴードン Ｈ31.04.24 真庭市 ㈲ 長 恒 牧 場

リザーブチャンピオン ヒールクレスト　マウイ　ブチコ　フタゴ Ｒ01.09.04 岡山市 妹 尾 優 佳

10
部

チャンピオン ヒールクレスト　ジヨイジヨイ　アスカ　フタゴ Ｈ30.04.10 岡山市 妹 尾 優 佳

リザーブチャンピオン グランデイール　ナツトウマキ Ｈ30.05.09 津山市 吉 原 直 樹

　

３
月
16
日
、
お
か
や
ま
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良

同
志
会（
会
長　

山
本
真
五
）主
催
に
よ
る「
第

８
回
お
か
や
ま
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ

ウ
」
が
全
農
岡
山
県
本
部
総
合
家
畜
市
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
後
代
検
定
の
部
を
含
む
未
経

産
の
部
（
６
部
制
）
に
23
頭
、経
産
牛
の
部
（
５

部
制
）
に
23
頭
の
愛
牛
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
員
に
は
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ブ
リ
ー
ダ
ー

ズ
サ
ー
ビ
ス
㈱　

九
州
出
張
所
営
業
部
営
業
課

係
長　

釘
田
貴
博
氏
を
お
招
き
し
、
出
品
牛
46

頭
の
審
査
を
的
確
に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
真
庭
市
の
㈲

長
恒
牧
場
の
愛
牛
「
ロ
ン
ゲ
ス
ト　

マ
ダ
ム　

Ｋ
Ｄ　

ゴ
ー
ド
ン
」
号
、
リ
ザ
ー
ブ
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
津
山
市
の
吉
原
直
樹
さ
ん

の
愛
牛
「
グ
ラ
ン
デ
イ
ー
ル　

ド
ク
タ
ー　

ギ

ン
ギ
ラ
ギ
ン　

Ｅ
Ｔ
」
号
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
結
果
に
つ
い
て
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。

　

ま
た
、
今
回
は
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ョ
ウ
も
行
わ

れ
、
16
名
の
参
加
で
審
査
会
場
が
い
っ
ぱ
い
と

な
り
、
一
人
ひ
と
り
が
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
釘

田
審
査
員
の
指
導
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
優
秀
賞
に
は
河
村
博
文
さ
ん

（
中
国
四
国
酪
農
大
学
校
）、吉
田
漣
さ
ん
（
岡

山
県
立
高
松
農
業
高
等
学
校
）、
長
恒
大
輔
君

（
長
恒
泰
裕
さ
ん
ご
子
息
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
公
私
と
も
に
お
忙
し
い
中
、
ご
来
場

い
た
だ
い
た
関
係
者
各
位
に
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

（
生
産
支
援
課
）

第８回 おかやまブラック＆ホワイトショウ開催

22024.4月号 2024.4月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号



２部　チャンピオン
真庭市　（公財）中国四国酪農大学校　所有

３部　チャンピオン
ジュニアチャンピオン

高梁市　藤原　完治　所有

４部　チャンピオン
真庭市　（公財）中国四国酪農大学校　所有

５部　チャンピオン
津山市　辻　賀裕　所有

後代検定の部　チャンピオン
真庭市　立田　豊常　所有

１部　チャンピオン
岡山市　岡山県立高松農業高等学校　所有

未　　経　　産　　の　　部

3 2024.4月号 2024.4月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号



８部　チャンピオン
リザーブ・グランドチャンピオン

インターミディエイトチャンピオン
津山市　吉原　直樹　所有

９部　チャンピオン
グランドチャンピオン
シニアチャンピオン

真庭市　㈲長恒牧場　所有

10部　チャンピオン
岡山市　妹尾　優佳　所有

グランドチャンピオン決定

ジュニアショウ優秀賞

６部　チャンピオン
岡山市　妹尾　優佳　所有

７部　チャンピオン
真庭市　（公財）中国四国酪農大学校　所有

経　　　産　　　の　　　部

42024.4月号 2024.4月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号



第
19
回
お
か
ら
く
青
年
部
・
女
性
部
酪
農
発
表
大
会

　

3
月
5
日
、「
第
19
回
お
か
ら
く
青
年

部
・
女
性
部
酪
農
発
表
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
コ
ロ
ナ
が
明
け
た
こ

と
も
あ
り
、
青
年
部
・
女
性
部
含
め
て
約

80
名
の
参
加
者
で
し
た
。
来
賓
に
は
、
岡

山
県
農
林
水
産
部
畜
産
課　

池
田
総
括
参

事
様
、
二
部
野
様
、（
一
社
）
岡
山
県
畜

産
協
会
会
長　

柴
田
様
、
全
酪
連
大
阪
支

所
指
導
組
織
課
課
長
代
理　

大
竹
様
、
全

酪
連　

中
四
国
事
務
所
所
長　

瀧
本
様
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

経
営
発
表
の
部

『
生
き
る
バ
イ
ブ
ル

～
ヘ
ル
パ
ー
か
ら
の
第
三
者
継
承
～
』

美
作
青
年
部　

筒
井　

省
悟

　

蒜
山
の
酪
農
家
の
次
男
と
し
て
生
ま

れ
、
物
心
つ
い
た
時
か
ら
両
親
の
手
伝
い

を
通
じ
て
酪
農
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
中
国
四
国
酪
農
大
学
校
を
卒
業

後
、
20
歳
で
酪
農
専
任
ヘ
ル
パ
ー
の
正
職

員
と
し
て
就
業
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
専
門

的
な
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
実
践
経
験
を

積
み
、
24
歳
の
時
に
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
臨

時
職
員
へ
転
身
し
ま
し
た
。

　

臨
時
職
員
時
代
は
、
朝
晩
は
ヘ
ル
パ
ー

と
し
て
働
き
、
日
中
の
空
い
た
時
間
を
活

用
し
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
Ｊ
Ａ
で
米

の
育
苗
・
収
穫
な
ど
を
行
い
、冬
は
ス
キ
ー

場
で
ア
ル
バ
イ
ト
に
従
事
し
ま
し
た
。
振

り
返
っ
て
見
る
と
農
業
や
観
光
業
に
携
わ

る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
視
点

で
酪
農
を
見
る
こ
と
に
よ
り
新
し
い
気
付

き
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
貴
重
な
時
間
で

し
た
。

　

大
き
な
転
機
が
訪
れ
た
の
は
42
歳
の
時

で
す
。
近
所
で
酪
農
を
営
ま
れ
て
き
た
方

か
ら
、
牧
場
を
引
き
継
が
な
い
か
と
第
三

者
継
承
の
提
案
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
経
験
か
ら
酪
農
経
営
の
難
し
さ
は
あ

る
程
度
理
解
し
て
い
る
た
め
、
か
な
り
悩

み
ま
し
た
。
私
た
ち
夫
婦
の
生
活
は
さ
て

お
き
、
息
子
た
ち
の
学
費
を
稼
ぐ
た
め
、

な
に
よ
り
今
後
、
蒜
山
地
域
の
酪
農
が
発

展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
第
三
者
継
承
は

必
要
な
も
の
だ
と
考
え
ま
し
た
。
最
後
は

妻
の
後
押
し
も
あ
り
就
農
を
決
意
し
ま
し

た
。

　

継
承
後
、
初
め
に
行
っ
た
作
業
は
牧
場

設
備
の
更
新
で
す
。
カ
ウ
コ
ン
フ
ォ
ー
ト

向
上
の
た
め
牛
床
マ
ッ
ト
の
張
替
、
換
気

扇
の
増
大
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ッ
プ
の
取
り

付
け
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
作

業
に
つ
い
て
は
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、
可

能
な
限
り
自
ら
の
手
で
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
牛
の
健
康
状
態
な
ど
を
積
極
的

に
記
録
し
て
見
え
る
化
す
る
こ
と
と
搾
乳

作
業
に
お
け
る
前
拭
き
・
前
搾
り
・
ミ
ル

カ
ー
装
着
を
す
べ
て
自
分
で
行
っ
て
い
る

こ
と
が
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

つ
な
が
り
、
さ
ら
に
繁
殖
成
績
向
上
と
乳

質
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
少
子
高
齢
化
が
顕
著
な
蒜
山

高
原
の
酪
農
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
第
三
者
継
承
は
不
可
欠
な
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
い
つ
の
日
か
、
私
に
続
く
未

来
の
酪
農
家
が
現
れ
た
時
、
私
の
時
よ
り

も
少
し
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
継
承
で
き
る
よ

う
、
成
功
も
失
敗
も
包
み
隠
さ
ず
見
え
る

化
し
、“
記
憶
”
よ
り
も
“
記
録
”
を
大

切
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
大
切
な
家
族
の
た
め
、
大
好
き

な
牛
た
ち
と
真
剣
に
向
き
合
い
、
悩
み
、

苦
し
み
、
そ
し
て
誰
よ
り
も
楽
し
み
な
が

ら
新
し
い
バ
イ
ブ
ル
を
築
い
て
い
き
た
い

で
す
。
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

筒
井
さ
ん
は
、
４
月
11
日
に
広
島
県
安

芸
高
田
市
「
安
芸
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
で

開
催
さ
れ
る
第
53
回
西
日
本
大
会
に
、
出

場
さ
れ
ま
す
。
多
数
の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（

生
産
支
援
課
）

発表者：筒井省悟さん
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令和5年度堆肥舎等長寿命化推進事業（資材代のみ1/2以内助成）
実証事例のご紹介

➡

➡

　さて、本事業は経年劣化した堆肥舎等に対し、地域の実情に応じて部分的な補修の実証の取り組みを
支援し、地域全体で堆肥舎等の長寿命化を推進することを目的として措置されました。令和５年度は５
戸（６施設）で実証を行いましたので、下記にて補修の実証事例を紹介させていただきます。
　補修方法及び事業内容等についてご質問等あれば、総務部経営支援課（☎0868-26-1101）までご連絡
ください。

施設①　堆肥乾燥舎　撹拌機走行レール補修
・施設面積：595㎡　　・事業費（税抜）：806,120円（内補助金額403,060円）

施設②　堆肥舎　屋根補修
・施設面積：160㎡　　・事業費（税抜）：396,800円（内補助金額198,400円）

62024.4月号 2024.4月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号



➡

➡

施設③　堆肥乾燥舎　屋根補修（下地鉄骨を木材で補修、屋根材の部分的な交換）
・施設面積：1,241㎡　　・事業費（税抜）：991,547円（内補助金額495,773円）

施設④　堆肥舎　壁補修
・施設面積：280㎡　　・事業費（税抜）：133,100円（内補助金額66,550円）

7 2024.4月号 2024.4月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号



➡

➡

施設⑤　堆肥乾燥舎　パイプ資材の部分的交換
・施設面積：385㎡　　・事業費（税抜）：1,744,000円（内補助金額872,000円）

施設⑥　堆肥乾燥舎　屋根補修
・施設面積：350㎡　　・事業費（税抜）：684,800円（内補助金額342,400円）

82024.4月号 2024.4月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号



農
家
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
畜
産
研
究
所
を
目
指
し
て

 

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

　

令
和
６
年
度
、
畜
産
研
究
所
で
行
っ
て

い
る
研
究
課
題
の
う
ち
、
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
課
題
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
イ
ネ
Ｗ
Ｃ
Ｓ
給
与
に
よ
る
乳
用
牛
の
育

成

　

輸
入
飼
料
の
価
格
が
高
止
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
イ
ネ
Ｗ
Ｃ
Ｓ
は
需
要
が
高
ま
っ
て

い
る
国
産
飼
料
の
一
つ
で
す
。
乳
牛
で
は

泌
乳
牛
、
乾
乳
牛
へ
の
給
与
が
中
心
で
、

育
成
牛
に
は
あ
ま
り
給
与
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
理
由
と
し
て
「
過
肥
に
な
る
の

で
は
？
」「
繁
殖
成
績
が
悪
く
な
る
の
で

は
？
」
と
い
う
懸
念
が
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
当
研
究
所
で
は
、
８
～
15
ヶ
月
齢

の
育
成
牛
に
茎
葉
型
の
イ
ネ
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
給

与
し
、
育
成
牛
の
発
育
や
繁
殖
に
つ
い
て

の
研
究
を
し
ま
す
。
ま
た
、
現
地
実
証
も

行
い
、
地
域
で
の
取
り
組
み
を
広
げ
て
い

き
ま
す
。（
写
真
１
）

〇「
も
っ
と
お
い
し
い
」岡
山
和
牛
づ
く
り

　

和
牛
肉
の
最
大
の
特
徴
と
い
え
ば
霜
降

り
（
脂
肪
交
雑
）
で
す
。
霜
降
り
の
量
を

示
す
枝
肉
の
格
付
基
準
と
し
て
Ｂ
Ｍ
Ｓ
が

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
当
所

で
は
Ｂ
Ｍ
Ｓ
だ
け
で
な
く
、
脂
肪
の
質

（
脂
肪
酸
）
や
脂
肪
交
雑
の
形
（
細
か
さ
）

と
い
っ
た
霜
降
り
の
質
に
つ
い
て
の
研
究

を
進
め
、
格
付
評
価
に
は
表
れ
な
い
お
い

し
さ
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
近
年

の
研
究
で
牛
肉
の
旨
味
や
コ
ク
、
柔
ら
か

さ
に
関
係
す
る
遺
伝
子
が
見
つ
か
っ
て
お

り
、
赤
身
に
つ
い
て
は
、
こ
の
遺
伝
子
型

を
調
べ
る
こ
と
で
お
い
し
さ
を
予
測
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
遺
伝
子
型
の
調
査
を
進
め
、

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
霜
降
り
の
質
の
向

上
と
合
わ
せ
て
、
赤
身
部
分
の
お
い
し
さ

も
追
求
し
た
「
も
っ
と
お
い
し
い
」
岡
山

和
牛
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
写
真
２
）

〇
畜
産
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減

　

最
後
に
紹
介
す
る
の
は
、
地
球
温
暖
化

の
原
因
と
な
っ
て
い
る
温
室
効
果
ガ
ス

（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
究
で

す
。
畜
産
業
か
ら
発
生
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｇ
は
牛

の
あ
い
き
（
噯
気
）
に
含
ま
れ
る
メ
タ

ン
、
堆
肥
化
時
に
発
生
す
る
一
酸
化
二
窒

素
（
Ｎ
２
Ｏ
）
が
知
ら
れ
て
お
り
、
農
業

生
産
分
野
で
は
全
体
の
約
３
割
を
占
め
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
こ
れ

ら
の
発
生
を
削
減
す
る
研
究
が
全
国
的
に

広
が
っ
て
お
り
、
当
所
で
も
全
国
の
研
究

機
関
と
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

あ
い
き
に
含
ま
れ
る
メ
タ
ン
に
つ
い
て

は
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
で
一
頭
ず
つ
測
定

し
、
遺
伝
的
に
メ
タ
ン
発
生
の
少
な
い
牛

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
削
減
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
メ
タ
ン
削
減
が
可
能
な
飼
料

添
加
材
の
探
索
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

堆
肥
化
で
は
、
Ｎ
２
Ｏ
の
発
生
が
多
い

箇
所
の
探
索
と
微
生
物
添
加
に
よ
る
削
減

方
法
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

写真２　脂肪酸の測定 写真１　ＷＣＳ用イネ
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はじめに
　いつもお世話になっております。全酪連の伊藤舞優です。桜の花のたよりが聞かれる頃になりました。
皆様いかがお過ごしでしょうか。
　入会してからの１年間、牛乳は“乳量”だけでなく“乳成分”によっても乳価が変わり、良質な牛乳
を搾るためにさまざまな努力をされていることを学びました。今回は、乳成分のなかでも、2020年より
情報公開された「BHB」および「FFA」について少しお話させていただきます。BHBやFFAは生乳の
風味指標となるだけでなく、牛の健康状態や栄養バランスの指標ともなりますので、最後までお読みい
ただけますと幸いです。
①BHB（β-ヒドロキシ酪酸）について
　BHBとはケトン体の一種で、乳汁中0.1㎜ol／L以上の場合に「潜在性」ケトーシスが疑われます。ケ
トン体とは脂肪が代謝されるときに生成される物質で、栄養不足を判断する指標、特に産褥期の飼料バ
ランスの指標となります（図１）。
　分娩後の牛は、泌乳量増加に対する採食量が伴わず栄
養不足に陥ると、蓄えられた体脂肪からエネルギーを取
り出そうとします。体脂肪から動員された中性脂肪は遊
離脂肪酸（NEFA）となり、血液を通して肝臓に運ばれ
ます。その後、肝臓でブドウ糖と一緒に代謝されてエネ
ルギーが取り出されますが、乾物摂取量が低い牛の場
合、肝臓に運ばれる脂肪が増加する一方でブドウ糖不足
となり、代謝が不完全燃焼を起こします。不完全な多量
の脂肪の代謝は「ケトン体」を多く生成し、牛体から発
散されたり、牛乳に移行したりします。この乳中に移行
した乳中ケトン体のうちの一つが「BHB」です。
　ケトン体が極端に増えた場合を「ケトーシス」と呼び、
乾物摂取量の低下による乳量の減少や第四胃変位や乳房炎、繁殖障害などを誘発することもあります。
乳量の減少や食滞などは「臨床性」ケトーシス（BHBが0.13㎜ol／L以上）の症状で、BHBの量をモニ
タリングすることで、症状が出ていない「潜在性」ケトーシスに気づくことができます。また、ケトー
シスの症状が進んだ個体からは、呼吸や牛体から果物が発酵したようなケトン臭を発するため、治療が
必要な場合があります。
　ケトーシスが疑われた場合の対策としては以下のようなものがあります。
　１．サイレージにおいてケトーシスを誘発する酪酸発酵をさせない
　２．分娩後の体脂肪動員を防ぐため、乾乳期のBCSを3.5以上の過肥にさせない
　３．分娩３週間前からルーメン環境を整え、分娩後の食い込みを改善し、乾物摂取量を低下させない
②FFAについて
　FFAとは遊離脂肪酸（Free Fatty Acid）の略です。乳脂肪を含む中性脂肪は、１つのグリセリンと
３つの脂肪酸から構成されており、分解酵素（リパーゼ）によって脂肪酸が分解されたものをFFAと
いいます（図２）。
　乳脂肪の分解が進みFFAが増えるにつれて、風味異
常の原因となるランシッド臭が発生することがありま
す。100ｇの脂肪中（100ｇFat）に2.0mM（2.0㎜ol／L）
以上でランシッド臭が発生する可能性があり、FFAは
生乳の風味不良の指標となります。
　FFAの増加およびランシッド臭の発生要因として、
搾乳機器による影響と飼料給与による影響の両面が考え

新たな乳成分！BHB､ FFAについて
全国酪農業協同組合連合会　大阪支所　中四国事務所　伊藤　舞優

図１　体脂肪からBHBまでのメカニズム
（引用：LIAJ News No.183）

図２　通常の脂肪酸と遊離脂肪酸
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られます。まず、物理的な衝撃によって脂肪球膜が破壊されると、分解酵素の作用を受けやすくなり、
脂肪分解が進みます。そのため、過度な攪拌や凍結、生乳の泡立ちを防ぐことでランシッド臭の発生抑
制となります。一方で、濃厚飼料比率の増加や、暑熱での削痩もランシッド臭に関与するといわれてお
り、飼料給与による影響を防ぐためには、以下のように、さらに細かく脂肪酸組成を見ていく必要があ
ります。
　乳脂肪は大きく３つの脂肪酸に分けることができ、デノ
ボ脂肪酸・プレフォーム脂肪酸・ミックス脂肪酸の３種類
です（図３）。デノボ脂肪酸は、主に粗飼料のルーメン発
酵によって生成される酢酸を原料として合成される脂肪酸
で、乳腺細胞で生合成されます。プレフォーム脂肪酸は、
主に濃厚飼料や脂肪酸カルシウムなどのサプリメント、体
脂肪から由来される脂肪酸で、乳腺細胞では生合成できま
せん。ミックス脂肪酸は、デノボ脂肪酸とプレフォーム脂
肪酸の両方の性質も持ち合わせています。つまり、デノボ
脂肪酸の数値で粗飼料の利用性やルーメンの健康状態を、
プレフォーム脂肪酸の数値で濃厚飼料の利用性や体脂肪動
員などを推定することが可能となります。
　特に、夏場にデノボ脂肪酸が急激に低下している場合、
暑熱ストレスによる乾物摂取量の減少が考えられます。また分娩直後の個体は、負のエネルギーバラン
スに陥るため、プレフォーム脂肪酸の割合が高いと、体脂肪動員の可能性があり、さらにBHBも0.13㎜
ol／L以上であればケトーシスに注意が必要です。
おわりに
　今回は、乳成分のうちBHBおよびFFAについて簡単にお話しさせていただきました。乳成分から牛
のエネルギーバランスを知り、日ごろから餌食いなどを意識していただくことで、良質な牛乳生産につ
ながると思います。ご不明な点などありましたら全酪連職員へお問い合わせください。最後までお読み
いただきありがとうございました。
参考資料
　LIAJ News No.183、酪農だよりVol.702、酪農だよりVol.703

図３　脂肪酸組成と目安

脂肪酸
分娩後

〜60日 61日〜
デノボ脂肪酸

DnF（％） 22％以上 28％以上

プレフォーム脂肪酸
PrF（％） 50％以下 40％以下

　

ラ
イ
ナ
ー
ゴ
ム
や
ミ
ル
ク
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
は
定
期
的
に
交
換
さ

れ
ま
す
が
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
接
続
部
の
パ
ッ
キ
ン
は
交
換
し
て

な
い
農
家
が
実
は
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

当
然
な
が
ら
パ
ッ
キ
ン
も
毎
日
ア
ル
カ
リ
洗
剤
や
酸
性
洗
剤
、

殺
菌
剤
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
劣
化
し
て
い
き
、
カ
ビ
が
生
え
た
り

も
し
ま
す
。

　

パ
ッ
キ
ン
も
消
耗
品
と
捉
え
、
定
期
的
な
交
換
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

お
か
ら
く
で
は
搾
乳
周
辺
機
器
や
洗
浄
機
器
等
の
部
品
交
換
に

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
際
に
、
思
い
切
っ
て
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
の
パ
ッ
キ
ン
交
換
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
‼

　

助
成
対
象
期
間
は
4
月
～
9
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

（
事
業
本
部
）

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の

接
続
部
パ
ッ
キ
ン
を

交
換
し
ま
し
ょ
う
‼

新品のパッキン

十数年交換しなかったパッキン

そりゃあ乳房炎にもなるわなぁ
パッキン交換は乳質改善の
第１歩じゃ
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　家畜が細菌やウイルスなどの病原体に感染すると成長の阻害や死亡の原因になり、特に口蹄疫などの
特定伝染病に指定されている病気は感染が短期間（短時間）に広がり被害が大きくなります。さらに、
周辺地域の製品や畜産物自体が出荷制限となるなど、影響は計り知れません。このような事態を発生さ
せないためには、畜舎を衛生的に保つための清掃や消毒をどのように実施するかが重要となります。
　さまざまな感染症の中でも強い伝染力によって一気に家畜を失う可能性が高い重大な家畜伝染病とし
て口蹄疫、牛海綿状脳症（BSE）、牛疫などがあり、さらに農水省が指定する届出伝染病としてサルモ
ネラ症、牛流行熱等々、ウイルスや細菌による病気は多数存在します。

細　菌：自ら複製し増殖する単細胞生物。【温度・水分・栄養】３つの条件が揃うと急激に増
加する。細菌の中には消毒耐性を示す芽胞菌と抗酸菌がある。

芽胞菌：環境が悪くなると菌体内に被膜を作って芽胞を守り、消毒液・熱・乾燥等
に強い抵抗性を持つ　例：ボツリヌス菌・破傷風菌etc

　　細菌
抗酸菌：他の細菌と比べて脂質成分の多い細胞壁で囲まれており、一般的な細菌よ

り抵抗性が高い　　　例：ヨーネ菌・結核菌etc

ウイルス：DNAやRNAといった遺伝子をたんぱく質の殻で包んだ構造をしている。細菌とは
異なり自ら生命活動を行うことができず、動物の細胞を宿主として複製し増殖す
る。大きさは概ね細菌の1／50程度

エンベロープ：遺伝子を中心にしてエンベロープという膜状の構造を有する
　　　　　　　例：牛ウイルス性下痢・牛疫etc

　　ウイルス
ノンエンベロープ：エンベロープの代わりにカプシドというたんぱく質の殻を

有し、アルコールに対し抵抗性があるためアルコール消毒
は効果が期待できない

　　　　　　　　　例：ノロウイルス・アデノウイルスetc

感染する原因：細菌やウイルスは肉眼では確認できないため、どこから侵入してくるのか、どのように
広がるのか目視での判断ができません。症状が出て初めてわかることになります。

　①人や車両による感染＝服や靴、車両に付着し侵入してしまう
　②野生動物による感染＝野鳥・ねずみ・モグラ・イノシシ・たぬき等、多岐にわたる
　③害虫発生による感染＝蚊・ハエ等　サシバエは牛白血病の媒介要因の一つ
　④飼料の汚染による感染＝飼料や原料に病原体が付着していたり保管場所で付着する
　⑤飲用水汚染による感染＝殺菌不十分な井戸水や天然水、水槽の汚れにより感染する
　⑥ホ コ リ に よ る 感 染＝ホコリに付着し浮遊することで鼻や口から吸い込み感染する

　では牛舎や工具、備品等の消毒方法を考えていきましょう。
☆蒸気消毒：消毒器内やスチームクリーナーで100℃以上の蒸気に触れさせる方法や蒸気ボイラーで畜

舎内を60℃程度の蒸気で充満させる方法
　　　　　　（熱耐性のある芽胞菌には効果は期待できない）
☆煮沸消毒：鍋・釜・煮沸機などに入れてお湯で煮沸する方法　器具・工具等の対象物を完全に浸かる

ように入れ、80℃程度で10～15分程度煮沸
　　　　　　（熱耐性のある芽胞菌には効果は期待できない）

技術のページ

畜舎における適切な消毒方法について（第１弾）
事業本部

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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☆発酵消毒：糞尿を堆肥化する過程で生じる熱で消毒する方法　排泄物に消石灰を散布し防水シートで
覆う

　　　　　　温度が上昇したら均一になるよう切り返しを行う
　　　　　　適度な含水率（約60％程度）が必要
☆薬物消毒：消毒薬を用いて消毒をする方法　細菌やウイルスには個々に特性があるため、どの薬液が

有効か選択することが重要
※「病原体」「感染経路」「生体の感受性」３つの条件が揃ったときに家畜は感染する。

次号へつづく（次号では消毒方法を解説）

感染の条件 具体例 予防・対策

病 原 体
・感染した家畜
・保菌している野生動物

・検査、治療
・野生動物の侵入防止対策

感 染 経 路
・空気感染（エアロゾル感染）⇒空気やホコリ
・接触感染⇒飼料、飲料水、道具、車両
・その他の感染⇒ハエや蚊などの衛生害虫

・清掃、消毒などの衛生管理
・人や車両の移動規制
・防虫対策

生体の感受性 ・抵抗性⇒年齢やストレスによる
・畜舎の環境整備
・予防接種

　

３
月
６
日
、
日
本
酪
農
政
治
連
盟
は
東
京
で
総

会
を
開
き
、
２
０
２
４
年
度
の
運
動
方
針
を
決
め

ま
し
た
。
ま
た
、
総
会
終
了
後
、
自
民
党
酪
政
会

と
の
懇
親
会
で
地
元
選
出
国
会
議
員
の
方
々
に
地

域
の
酪
農
情
勢
を
伝
え
ま
し
た
。
岡
山
県
酪
政
連

か
ら
は
三
宅
穣
次
委
員
長
と
東
山
大
介
副
委
員
長

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
っ
て
開
か
れ
た
中
央
委
員
会
で
、

佐
藤
哲
委
員
長
（
北
海
道
）
か
ら
各
委
員
の
意
見

を
踏
ま
え
、
今
後
の
対
策
を
協
議
し
て
い
く
考
え

が
示
さ
れ
、
各
地
域
か
ら
切
迫
し
た
意
見
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
三
宅
委
員
長
は
「
夏
場
の
生
産
コ

ス
ト
抑
制
に
向
け
乳
脂
肪
取
引
基
準
を
３
・
３
％

に
引
き
下
げ
ら
れ
な
い
か
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
、
佐
藤
委
員
長
は
「
切
実
な
現
状

を
訴
え
る
各
委
員
の
声
を
中
央
に
挙
げ
、
地
域
の

酪
農
家
が
生
き
残
れ
る
道
を
構
築
し
て
い
き
た

い
」と
挨
拶
。２
０
２
４
年
度
運
動
方
針
と
し
て
、

「
酪
農
家
戸
数
減
少
に
対
す
る
歯
止
め
」
と
「
担

い
手
の
確
保
」
を
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
提

示
。「
生
乳
需
給
調
整
に
対
す
る
支
援
」「
高
騰
す

る
酪
農
生
産
資
材
に
対
す
る
支
援
継
続
」「
自
給

飼
料
増
産
対
策
」
等
を
重
点
施
策
と
し
て
掲
げ
ま

し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
佐
藤
哲
委

員
長
が
退
任
さ
れ
、新
委
員
長
に
木
本
栄
一
氏（
埼

玉
）が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、本
県
の
三
宅
穣

次
委
員
長
が
新
た
に
副
委
員
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
中
国
地
区
酪
農
政
治
連
盟

協
議
会
意
見
交
換
会
、
自
民
党
酪
政
会
と
の
懇
親

会
、
中
国
地
区
酪
農
政
治
連
盟
協
議
会
情
報
交
換

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

中
国
地
区
酪
農
政
治
連
盟
協
議
会
意
見
交
換
会

に
は
、
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
舞
立
昇
治
氏
を
始

め
、
国
会
議
員
の
赤
沢
亮
正
氏
（
鳥
取
）、
逢
沢

一
郎
氏
・
山
下
貴
司
氏
・
平
沼
正
二
郎
氏
・
橋
本

岳
氏
・
阿
部
俊
子
氏
・
小
野
田
紀
美
氏
（
岡
山
）、

平
口
洋
氏
・
橋
本
悠
平
氏
・
石
橋
林
太
郎
氏
・
小

島
敏
文
氏
（
広
島
）
を
は
じ
め
加
藤
勝
信
氏
の
秘

書
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
意
見
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

自
民
党
酪
政
会
と
の
懇
親
会
で
は
、
地
元
国
会

議
員
の
方
々
が
会
場
に
駆
け
つ
け
、
我
々
に
激
励

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
国
地
区
酪
農
政
治
連
盟
協
議
会
情
報

交
換
会
に
も
、
加
藤
勝
信
氏
・
赤
沢
亮
正
氏
・
平

口
洋
氏
・
橋
本
悠
平
氏
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
意

見
交
換
会
で
は
伝
え
き
れ
な
か
っ
た
意
見
や
地
域

酪
農
情
勢
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

本
県
酪
政
連
で
は
、
今
後
も
酪
農
政
治
連
盟
を

通
じ
情
勢
に
あ
っ
た
要
請
活
動
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
激
変
し

た
酪
農
情
勢
の
期
間
に
日
本
酪
農
政
治
連
盟
の
委

員
長
と
し
て
、
我
々
酪
農
家
の
要
請
を
迅
速
に
中

央
に
要
請
し
て
い
た
だ
い
た
佐
藤
哲
氏
に
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。（岡

山
県
酪
政
連
事
務
局
）

日
本
酪
農
政
治
連
盟
総
会
・

自
民
党
酪
政
会
と
の
懇
親
会
に
参
加
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３
月
５
日
、「
第
23
回
お
か
ら
く
青
年

部
総
会
」
が
お
か
ら
く
本
所
２
階
中
会
議

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
程
し
た
議
案
に
つ
い
て
は
全
て
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
役
員
改

選
年
で
、
新
委
員
長
に
美
作
青
年
部
の
中

村
宏
之
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
も
明
け
て
き
て
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
が
活
発
化
し
て
お
り
ま
す
。
青
年
部
に

お
き
ま
し
て
も
交
流
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
酪
農
経
営
に
と
っ
て
よ
り
良
い
も
の
に

な
る
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

【
新
役
員
】

委
員
長　

中
村　

宏
之
（
美
作
地
区
）

副
委
員
長　

小
橋　

敏
行
（
備
前
地
区
）

　
　
　
　
　

上
森　
　

亨
（
び
ほ
く
地
区
）

監　
　

事　

難
波　

晃
大
（
備
南
地
区
）

　
　
　
　
　

宮
野　

晃
好
（
美
作
地
区
）

委　
　

員　

原
野　

広
之
（
備
前
地
区
）

　
　
　
　
　

安
富　

照
人
（
備
前
地
区
）

　
　
　
　
　

藤
本　
　

実
（
備
前
地
区
）

　
　
　
　
　

三
浦　

一
敏
（
美
作
地
区
）

　
　
　
　
　

國
富　

大
地
（
美
作
地
区
）

　
　
　
　
　

小
村　

拓
矢
（
美
作
地
区
）

　
　
　
　
　

佐
賀　

大
晃
（
美
作
地
区
）

　
　
　
　
　

大
江
健
太
郎
（
美
作
地
区
）

　
　
　
　
　

長
綱　

雄
一
（
美
作
地
区
）

　
　
　
　
　

若
山　
　

進
（
美
作
地
区
）

　
　
　
　
　

平
野　

友
博
（
備
南
地
区
）

　
　
　
　
　

雲
岡　

利
康
（
び
ほ
く
地
区
）

（
生
産
支
援
課
）

第
23
回
お
か
ら
く
青
年
部
総
会
開
催

　

３
月
５
日
、「
第
23
回
お
か
ら
く
女
性

部
総
会
」が
、お
か
ら
く
本
所
３
階
大
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
程
し
た
議
案
に
つ
い
て
は
全
て
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度

は
役
員
改
選
年
で
、
新
委
員
長
に
備
前
地

区
女
性
部
の
安
富
由
美
子
さ
ん
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
女
性
パ
ワ
ー
を
発

揮
し
、
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
新
役
員
】

委
員
長　

安
富
由
美
子
（
備
前
地
区
）

副
委
員
長　

徳
山　

佳
奈
（
備
南
地
区
）

　
　
　
　
　

小
倉　

越
子
（
び
ほ
く
地
区
）

　
　
　
　
　

福
田　

祐
江
（
美
作
地
区
）

監　
　

事　

小
原　

鮎
美
（
備
南
地
区
）

　
　
　
　
　

上
森　

叔
恵
（
び
ほ
く
地
区
）

　
　
　
　
　

丸
山
都
々
子
（
美
作
地
区
）

委　
　

員　

大
森
か
お
り
（
備
前
地
区
）

　
　
　
　
　

岡
田
み
ぎ
わ
（
備
前
地
区
）

　
　
　
　
　

大
内
み
ゆ
き
（
美
作
地
区
）

　
　
　
　
　

永
禮　

明
美
（
美
作
地
区
）

　
　
　
　
　

倉
永　

恵
美
（
美
作
地
区
）

　
　
　
　
　

川
合　

宏
子
（
美
作
地
区
）

（
生
産
支
援
課
）

第
23
回
お
か
ら
く
女
性
部
総
会
開
催

　

３
月
26
日
、「
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟

美
作
支
部
大
会
」
が
お
か
ら
く
本
所
３
階

大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移
行
し

た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
の
大
会
は
通
常
大

会
と
し
ま
し
た
。

　

来
賓
に
は
、
岡
山
県
議
会
議
員
の
山
本

雅
彦
氏
・
河
野
慶
治
氏
・
本
山
紘
司
氏
・

清
水
薫
氏
の
４
名
の
方
と
国
会
議
員
秘
書

の
方
、
日
本
酪
農
政
治
連
盟
幹
事
長　

坂

本
様
、
お
か
ら
く
よ
り
檜
尾
専
務
お
よ
び

岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
よ
り
三
宅
委
員
長

を
お
迎
え
し
、
参
加
者
は
美
作
支
部
の
小

村
雅
紀
委
員
長
を
は
じ
め
多
数
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

議
長
に
岸
本
竜
樹
氏
を
選
出
し
、
議
事

が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。
村
岡
真
一
、
太
田

廣
両
副
委
員
長
が
令
和
５
年
度
の
活
動
報

告
お
よ
び
令
和
６
年
度
の
活
動
計
画
、
福

田
会
計
責
任
者
に
よ
る
会
計
報
告
、
収
支

予
算
案
の
説
明
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し

た
。
議
題
に
つ
い
て
は
全
て
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
第
２
号
議
案
の
活
動

計
画
の
中
で
、
会
員
よ
り
、
耕
畜
連
携
と

国
産
粗
飼
料
の
効
率
的
な
マ
ッ
チ
ン
グ
の

方
法
を
考
え
て
欲
し
い
と
の
要
望
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
美
作
支
部
と
し
て
要

請
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
、
美
作
支
部
大
会
開
催
に
あ
た

り
、
加
藤
勝
信
氏
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん

の
国
会
議
員
、
岡
山
県
議
会
議
員
の
方
々

か
ら
祝
電
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
、
お
礼
を
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
美
作
支
部
）

岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟美

作
支
部
大
会
開
催
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ひ

ろ

ば

　

岡
山
県
真
庭
市
（
旧
落
合
町
）
に
あ

る
醍
醐
桜
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
私

の
地
元
、岡
山
県
真
庭
市
（
旧
落
合
町
）

の
山
里
の
小
高
い
丘
の
上
に
あ
り
、
樹

高
約
18
ｍ
、
枝
張
り
は
南
北
約
20
ｍ
、

ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
一
種
の
ア
ズ
マ
ヒ
ガ

ン
と
い
う
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
樹

齢
は
７
０
０
年
と
も
、
１
０
０
０
年
と

も
言
わ
れ
る
岡
山
県
天
然
記
念
物
に
も

指
定
さ
れ
て
い
る
桜
で
す
。

　

名
前
の
由
来
は
、
後
醍
醐
天
皇
が
隠

岐
へ
島
流
し
の
途
中
、
こ
の
桜
を
見
て

賞
賛
し
た
と
い
う
伝
説
か
ら
醍
醐
桜
の

名
が
つ
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
花

時
期
に
な
る
と
多
く
の
花
見
客
で
賑
わ

う
醍
醐
桜
で
す
が
、
地
元
で
あ
り
な
が

ら
あ
ま
り
行
く
機
会
が
な
く
、
子
ど
も

の
頃
親
に
連
れ
ら
れ
て
行
っ
た
時
は
渋

滞
で
醍
醐
桜
の
行
き
帰
り
が
凄
く
大
変

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
な
か
な
か
足
が

向
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
醍
醐
桜
へ
行
き
や
す
く

な
っ
た
と
の
情
報
を
聞
い
て
、
久
し
ぶ

り
に
醍
醐
桜
を
見
に
行
っ
て
み
ま
し

た
。
渋
滞
は
あ
り
ま
し
た
が
、
一
方
通

行
で
思
っ
た
程
時
間
は
か
か
ら
ず
、
駐

車
場
も
増
え
、
ト
イ
レ
も
綺
麗
に
整
備

さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
快
適
で
感
動
し

ま
し
た
。
山
里
の
小
高
い
丘
の
上
に
あ

り
、
１
本
だ
け
そ
び
え
立
つ
存
在
感
、

ゲ
ー
ム
の
世
界
に
迷
い
込
ん
だ
よ
う
な

感
覚
に
さ
せ
て
く
る
醍
醐
桜
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。

　

醍
醐
桜
を
訪
れ
た
人
か
ら
絶
賛
の
言

葉
を
多
く
聞
く
と
自
分
の
こ
と
の
よ
う

に
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
わ
が
地
元
の
誇

り
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
開

花
時
期
に
は
、
醍
醐
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
、
醍
醐
桜
が
葉
桜
の
時
に
は
、
桜
色

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
等
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
元
の
方
が

長
い
年
月
守
り
育
て
て
き
た
醍
醐
桜
を

１
度
訪
れ
て
み
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う

か
。

醍
醐
桜
へ
の
誘
い

総
務
部
総
務
経
理
課　

湯
浅　

達
也

　

３
月
７
日
・
８
日
の
２
日
間
、
岡
山
県

畜
産
課
主
催
に
よ
る
「
酪
農
研
修
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
を
全
酪
連
の
技
術
顧
問
の
永
井
秀

樹
氏
に
お
願
い
し
、
主
に
、
県
と
お
か
ら

く
等
関
係
機
関
の
若
手
職
員
を
対
象
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
実
際
の
現
場
の
デ
ー
タ
に

つ
い
て
は
㈲
デ
ィ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
エ
ミ
牧

場
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
ま
ず
、
牧
場
を
訪
問
し
、
牛

群
、
牛
舎
等
を
観
察
し
た
う
え
で
、
検
定

成
績
な
ど
各
デ
ー
タ
や
農
場
で
の
注
目
す

る
ポ
イ
ン
ト
と
そ
れ
を
実
際
に
ど
の
よ
う

に
現
場
で
生
か
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
勉

強
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
作
東
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ホ
テ
ル

に
て
江
見
さ
ん
ご
夫
妻
に
も
ご
参
加
い
た

だ
き
、
疑
問
点
等
を
４
班
に
分
か
れ
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
江
見
さ
ん
か
ら

も
意
見
を
伺
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
、
永

井
先
生
の
総
括
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

経
験
・
知
識
の
少
な
い
若
手
の
職
員

に
、
日
頃
の
業
務
に
生
か
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
主
旨
の
研
修
会
で
し
た
。
こ
の
研

修
会
を
今
後
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
と
同
時
に
、
継
続
し
た
取
り
組
み

の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
研
修
会
を
開
催
す
る
に

あ
た
り
永
井
先
生
を
は
じ
め
、
全
酪
連
中

四
国
事
務
所
の
瀧
本
所
長
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
ま
た
、
お
忙
し
い

と
こ
ろ
ご
夫
妻
で
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た

江
見
さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
生
産
支
援
課
）

酪
農
研
修
会
開
催
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令和６年４月１日付人事異動
職員名 新 旧

本城　宏史 事業本部　部長（兼）事務所統括（兼）蒜山事務所長（兼）蒜山ＳＰ所長 事業本部　部長（兼）事務所統括
湯浅　達也 総務部　総務経理課 総務部　総務経理課（兼）経営支援課
早水　美樹 総務部　総務経理課 事業本部　購買課
山中　雅美 事業本部　流通課　課長代理 事業本部　生産支援課　課長代理
黒瀬　　聖 事業本部　流通課 総務部　総務経理課
兼宗　修平 事業本部　津山事務所（兼）購買課 事業本部　購買課
田中　　天 事業本部　購買課 事業本部　生乳課　鏡野ＣＳ
難波　正憲 事業本部　生乳課　鏡野ＣＳ所長 西大寺事務所　所長（兼）西大寺ＳＰ所長
花本　和希 事業本部　生乳課　鏡野ＣＳ 備南事務所
林田　春香 事業本部　生乳課 事業本部　流通課
神野　卓哉 津山事務所　事務所長（兼）津山ＳＰ所長 津山事務所　事務所長代理
長須　悠樹 津山事務所　事務所長補佐（兼）津山ＳＰ所長補佐 津山事務所
遠藤　健嗣 津山事務所　 事業本部　生産支援課
片岡　純一 蒜山事務所　事務所長補佐（兼）蒜山ＳＰ所長補佐 蒜山事務所
児玉将竜郎 蒜山事務所 津山事務所
高橋　信介 西大寺事務所　事務所長（兼）西大寺ＳＰ所長 津山事務所　事務所長（兼）津山ＳＰ所長
豊浦陽二郎 西大寺事務所　事務所長補佐（兼）西大寺ＳＰ所長補佐 西大寺事務所
阿部　静香 西大寺事務所　 びほく事務所
赤木宏一郎 備南事務所 蒜山事務所
向井扶祐美 備南事務所 西大寺事務所
矢野　敬雄 びほく事務所　事務所長補佐（兼）事業本部　生産支援課 事業本部　生産支援課　
濱田　高美 びほく事務所　 備南事務所
直原　里江 事業本部　生乳課　鏡野ＣＳ 事業本部　生乳課
山本　恭子 蒜山事務所　エリアアドバイザー 蒜山事務所　事務所長（兼）蒜山ＳＰ所長

人　
　

事

職
員
採
用
（
令
和
６
年
４
月
１
日
付
）

　

高
見　

奈
（々
事
業
本
部

生
産
支
援
課
）

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
生
産
者

の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

小
鴨　

真
琴（
津
山
事
務
所
）

　

明
る
く
元
気
に
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

坂
本　

彩
花（
総
務
部　

経
営
支
援
課
）

　

皆
様
の
力
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

松
尾　

聡
子（
事
業
本
部

生
産
支
援
課
）

　

皆
様
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

嘱
託
採
用
（
令
和
６
年
４
月
１
日
付
）

　

山
本　

恭
子（
蒜
山
事
務
所

エ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

　

妹
尾　

明
美（
事
業
本
部　

生
乳
課
）

退　

職
（
令
和
６
年
３
月
15
日
付
）

　

英
保　

美
咲
（
津
山
事
務
所
）

退　

職
（
令
和
６
年
３
月
31
日
付
）

　

高
橋
真
理
子（
事
業
本
部　

流
通
課
）

　

奥
山　

康
恵（
西
大
寺
事
務
所
）

　

西
原　

茂
和（
事
業
本
部　

生
乳
課

鏡
野
Ｃ
Ｓ
）

　

大
久
保　

萌（
蒜
山
地
区専

任
ヘ
ル
パ
ー
）

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
久
保
さ
ん
は
同
地
区
の
臨
時

ヘ
ル
パ
ー
に
な
ら
れ
ま
す
。
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例
年
よ
り
遅
い
桜
が
咲
き
始
め

る
中
、
今
年
も
、
別
れ
と
出
会
い

の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
３
月
15
日
に
１
名
、

３
月
末
日
に
４
名
の
退
職
者
を
送

り
出
し
ま
し
た
。
勤
め
ら
れ
た
期

間
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
本
当
に

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
ま
た
、
新

た
な
道
に
進
む
方
に
は
、
頑
張
っ

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
４
月
１
日
、
４
名
の

新
入
職
員
を
迎
え
ま
し
た
。
新
し

い
職
員
と
も
ど
も
力
を
合
わ
せ
、

希
望
と
ロ
マ
ン
を
も
っ
て
酪
農
経

営
を
行
う
組
合
員
の
皆
さ
ん
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、
業
務
に
励

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｔ
）

編
集
者
の

つ
ぶ
や
き

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
義
援
金
の
ご
報
告
と
お
礼

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
２
９
７
，８
０
３
円
を
中
国
生
乳
販
連

を
通
じ
て
ご
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
し
、
被
災
地
の
一
日

も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

事

報

理

会

告

　

３
月
４
日
、
第
２
８
２
回
理
事
会
を
理

事
11
名
、
監
事
３
名
が
出
席
し
、
開
催
し

た
。

　

長
恒
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。
令
和
６
年
２
月
５

日
・
６
日
に
実
施
し
た
第
３
四
半
期
に
係

る
監
事
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
各
監
事
よ

り
報
告
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
５
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
に

つ
い
て

　

令
和
５
年
度
１
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

○
出
資
減
口
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

減
資
申
し
込
み
が
１
件
あ
り
、
酪
農
中

止
に
よ
る
出
資
減
口
の
申
し
込
み
の
た

め
、
や
む
な
く
承
認
し
た
。

お
　
　
礼

　

こ
の
た
び
、
真
庭
市　

入
澤　

良
典
様
よ
り
香
典
返
礼
金
と
し
て
、（
一
財
）

お
か
ら
く
教
育
振
興
会
に
金
一
封
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
主
旨
に
従
い
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
ヨ
ー
ネ
病
支
援
対
策
事
業
の
継
続
に
つ

い
て

　

ヨ
ー
ネ
病
支
援
対
策
事
業
の
継
続
に
つ

い
て
協
議
し
、
承
認
し
た
。

○
導
入
事
故
互
助
会
掛
金
改
正
に
つ
い
て

　

導
入
事
故
互
助
会
掛
金
改
正
に
つ
い
て

業
務
委
員
会
で
協
議
し
た
後
、
再
度
協
議

す
る
こ
と
と
し
た
。

○
報
告
事
項

　

現
物
監
査
及
び
令
和
５
年
度
決
算
等
の

今
後
の
日
程
に
つ
い
て
、
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
に
係
る
役
員
推
薦
委
員
の
決

定
に
つ
い
て
、
現
況
調
査
の
報
告
に
つ
い

て
、
組
合
員
名
簿
等
の
閲
覧
・
謄
写
に
関

す
る
裁
判
の
報
告
に
つ
い
て
、
オ
カ
ラ
ク

ミ
ー
ト
へ
の
建
物
等
契
約
更
新
の
回
答
依

頼
に
つ
い
て
、
津
山
事
務
所
の
移
転
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

左から英保さん、奥山さん、高橋さん、西原さん
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組
合
長
　
長
恒
　
泰
治

専

　務
　
檜
尾
　
康
知

参

　事
　
小
椋
　
孝
史

総
務
部
部
長
　
入
江
　
一
憲

事
業
本
部
部
長（
兼
）事
務
所
統
括
　
本
城
　
宏
史

　　　　男　　女　　計
正職員：31　　22　　53
嘱　託： 1　　 4　　 5
臨　時： 1　　 0　　 1
小　計：33　　26　　59
ヘルパー：14　　 1　　15
　合計：47　　27　　74

内部監査室

津山事務所・津山ＳＰ（津山ＳＰへ移動）
津山事務所長・ＳＰ所長
　　　　　　（獣医師） 神野　卓哉
津山事務所長・ＳＰ所長補佐
 長須　悠樹
 兼宗　修平
 遠藤　健嗣
 小鴨　真琴

鏡野ＣＳ
ＣＳ所長 難波　正憲
課長補佐 森崎　陽子
 花本　和希
 杉本　祐太
　　　　　　　（嘱託） 直原　里江
　　　　　　　（臨時） 午道　洋夫

西大寺事務所・西大寺ＳＰ
西大寺事務所長・ＳＰ所長
 高橋　信介
西大寺事務所長・ＳＰ所長補佐
 豊浦陽二郎
 阿部　静香
 谷口　　綺

コンプライアンス対策室

特別対策室

機
構
図
（
令
和
６
年
４
月
１
日
付
）

室長　　　　　（嘱託） 高橋　一樹
（兼） 藤澤　理恵

（兼）室長 小椋　孝史

総務部付け
 仲矢ゆかり

（兼）室長 入江　一憲
（兼） 小島　悟司

生産支援課
次長　　　　（獣医師） 清水　正裕
（兼）課長補佐（獣医師） 矢野　敬雄
 日野　翔太
 岡山　真理
 松尾　聡子
 高見　奈々

流通課

購買課
課長 水島　博子
課長補佐 佐倉　淑乃
（兼） 兼宗　修平
 田中　　天

生乳課
課長 保田　　徹
課長補佐 森中　友美
 林田　春香
　　　　　　　（嘱託） 妹尾　明美

総務経理課
課長 藤澤　理恵
 湯浅　達也
（兼） 片山　瑛二
 小原ももこ
 早水　美樹
　　　　　　　（嘱託） 中尾由美子

経営支援課
課長 小島　悟司
 片山　瑛二
 安藤　大悟
 坂本　彩花

真壁　福元　　武田　昭彦
ヘルパー

青草　真一　　川口　権悟　　馬澄　真吾
髙田   　碧　　倉田　春樹　　斎藤　大也

ヘルパー

蒜山事務所・蒜山ＳＰ
（兼）蒜山事務所長・ＳＰ所長
 本城　宏史
蒜山事務所長・ＳＰ所長補佐
 片岡　純一
 小椋　一樹
 児玉将竜郎
エリアアドバイザー
　　　　　　　（嘱託） 山本　恭子

溝渕　義幸　 渡邉　玲音
ヘルパー

備南事務所
備南事務所長 池田　直人
 岡本　雅代
 赤木宏一郎
 向井扶祐美
 枝木　優治

西山　勝之　　尾崎　直幸　　齊藤　和樹
ヘルパー

びほく事務所
びほく事務所長 延藤久美恵
びほく事務所長補佐
　　　　　　（獣医師） 矢野　敬雄
 樋口　晋一
 濵田　高美

佐久間和歌　　廣金　佑太

本所　総務部（総務経理課・経営支援課）
　☎ 0868-26-1101　Fax 0868-26-6763
事業本部（生産支援課）
　☎ 0868-26-1106　Fax 0868-26-6994
事業本部（流通課）
　☎ 0868-26-1104　Fax 0868-26-6763ヘルパー

次長 大西　克巳
課長代理 山中　雅美
 奥野　信介
 河本　裕介
 黒瀬　　聖

組　合　員

監　事　会理　事　会

専 門 委 員 会
総 務 委 員 会
業 務 委 員 会
酪 農 支 援 委 員 会
問題債権検討委員会
評 議 員 会

代 表 理 事
組　合　長

総　　　会

代 表 理 事
専　　　務

参　　　事

内部監査室

事 業 本 部総　務　部

コンプライアンス
対　策　室

生
産
支
援
課

購
　
買
　
課

流
　
通
　
課

育
成
牧
場

生
　
乳
　
課

西
大
寺
事
務
所

西
大
寺
Ｓ
Ｐ

備
南
事
務
所

び
ほ
く
事
務
所

津
山
事
務
所

津
山
Ｓ
Ｐ

蒜
山
事
務
所

蒜
山
Ｓ
Ｐ

鏡
野
Ｃ
Ｓ

経
営
支
援
課

特
別
対
策
室

総
務
経
理
課

事
務
所
運
営
委
員
会
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組
合
長
　
長
恒
　
泰
治

専

　務
　
檜
尾
　
康
知

参

　事
　
小
椋
　
孝
史

総
務
部
部
長
　
入
江
　
一
憲

事
業
本
部
部
長（
兼
）事
務
所
統
括
　
本
城
　
宏
史

　　　　男　　女　　計
正職員：31　　22　　53
嘱　託： 1　　 4　　 5
臨　時： 1　　 0　　 1
小　計：33　　26　　59
ヘルパー：14　　 1　　15
　合計：47　　27　　74

内部監査室

津山事務所・津山ＳＰ（津山ＳＰへ移動）
津山事務所長・ＳＰ所長
　　　　　　（獣医師） 神野　卓哉
津山事務所長・ＳＰ所長補佐
 長須　悠樹
 兼宗　修平
 遠藤　健嗣
 小鴨　真琴

鏡野ＣＳ
ＣＳ所長 難波　正憲
課長補佐 森崎　陽子
 花本　和希
 杉本　祐太
　　　　　　　（嘱託） 直原　里江
　　　　　　　（臨時） 午道　洋夫

西大寺事務所・西大寺ＳＰ
西大寺事務所長・ＳＰ所長
 高橋　信介
西大寺事務所長・ＳＰ所長補佐
 豊浦陽二郎
 阿部　静香
 谷口　　綺

コンプライアンス対策室

特別対策室

機
構
図
（
令
和
６
年
４
月
１
日
付
）

室長　　　　　（嘱託） 高橋　一樹
（兼） 藤澤　理恵

（兼）室長 小椋　孝史

総務部付け
 仲矢ゆかり

（兼）室長 入江　一憲
（兼） 小島　悟司

生産支援課
次長　　　　（獣医師） 清水　正裕
（兼）課長補佐（獣医師） 矢野　敬雄
 日野　翔太
 岡山　真理
 松尾　聡子
 高見　奈々

流通課

購買課
課長 水島　博子
課長補佐 佐倉　淑乃
（兼） 兼宗　修平
 田中　　天

生乳課
課長 保田　　徹
課長補佐 森中　友美
 林田　春香
　　　　　　　（嘱託） 妹尾　明美

総務経理課
課長 藤澤　理恵
 湯浅　達也
（兼） 片山　瑛二
 小原ももこ
 早水　美樹
　　　　　　　（嘱託） 中尾由美子

経営支援課
課長 小島　悟司
 片山　瑛二
 安藤　大悟
 坂本　彩花

真壁　福元　　武田　昭彦
ヘルパー

青草　真一　　川口　権悟　　馬澄　真吾
髙田   　碧　　倉田　春樹　　斎藤　大也

ヘルパー

蒜山事務所・蒜山ＳＰ
（兼）蒜山事務所長・ＳＰ所長
 本城　宏史
蒜山事務所長・ＳＰ所長補佐
 片岡　純一
 小椋　一樹
 児玉将竜郎
エリアアドバイザー
　　　　　　　（嘱託） 山本　恭子

溝渕　義幸　 渡邉　玲音
ヘルパー

備南事務所
備南事務所長 池田　直人
 岡本　雅代
 赤木宏一郎
 向井扶祐美
 枝木　優治

西山　勝之　　尾崎　直幸　　齊藤　和樹
ヘルパー

びほく事務所
びほく事務所長 延藤久美恵
びほく事務所長補佐
　　　　　　（獣医師） 矢野　敬雄
 樋口　晋一
 濵田　高美

佐久間和歌　　廣金　佑太

本所　総務部（総務経理課・経営支援課）
　☎ 0868-26-1101　Fax 0868-26-6763
事業本部（生産支援課）
　☎ 0868-26-1106　Fax 0868-26-6994
事業本部（流通課）
　☎ 0868-26-1104　Fax 0868-26-6763ヘルパー

次長 大西　克巳
課長代理 山中　雅美
 奥野　信介
 河本　裕介
 黒瀬　　聖

組　合　員

監　事　会理　事　会

専 門 委 員 会
総 務 委 員 会
業 務 委 員 会
酪 農 支 援 委 員 会
問題債権検討委員会
評 議 員 会

代 表 理 事
組　合　長

総　　　会

代 表 理 事
専　　　務

参　　　事

内部監査室
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生乳販売量（令和5年度）
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お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

２

２
４～２

４～２
２

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

５５３,６３３
６,２２９,６６６

７,５９０
８４,１３０
３１３,９４８

,

２６５,５４８
３,１３７,６９９

７,０６６
７９,６５１
５３,３５１

１５２,１９７
１,５２５,１７５

４１２
３,４０４

１２８,９８６

１３５,８８８
１,５６６,７９６

１１２
１,０７６

１３１,６１１

103.5 
96.2 
103.8 
97.4 
104.4 

100.4 
96.3 
101.6 
97.1 
98.6 

107.8 
93.7 
162.2 
103.2 
106.1 

105.1 
98.4 
105.7 
97.4 
105.2 

4,956

5,157

7,590

7,326

　

３
月
に
つ
い
て
は
、
前
月
に
引
き
続
き
春
産
み
の
出
回
り
が
中
心
で
、
道
内
外
と
も

に
導
入
需
要
が
継
続
し
た
こ
と
か
ら
、
平
均
価
格
は
税
込
68
万
３
千
円
（
前
月
比
１
万

円
高
）
と
持
ち
合
い
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

４
月
に
つ
い
て
は
、
春
分
娩
の
最
終
手
当
需
要
は
底
堅
い
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の

の
、
一
部
夏
産
み
が
出
回
り
始
め
る
こ
と
か
ら
、
相
場
は
弱
含
み
で
推
移
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

主な行事
４月
１日　現物監査
７日　第39回中国地区Ｂ＆Ｗショウ
12日　第１回役員推薦会議
20日　蒜山ジャージースプリングショウ
22日　管理職会議
23日　酪農関係事業推進会議
26日　2024セントラルジャパン

（～27日）
30日　理事会
５月
８日　定例監事監査（～９日）
10日　蒜山地区ブロック会議
14日　津山地区ブロック会議
17日　第２回役員推薦会議
20日　備南地区ブロック会議
22日　管理職会議
24日　西大寺地区ブロック会議
29日　理事会
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